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１ 序 

我が国における近代地震学，地震観測の歴史は

100 年を越え，観測施設の充実により，今日では全

国地震観測データの一元化処理を通して気象庁で震

源が決定される地震は年間 10 万個を越えるように

なった．地震観測データは，古くはアナログ記録の

記象紙に記録され，最近では電子計算機を介してデ

ィジタルのファイルとして蓄積されている．地震は

気象現象と比べると，再現性の乏しい自然現象であ

り，発生場所や規模，発震機構どれ一つとってもま

ったく同じものはない．また地震は規模が大きいも

のほど発生頻度が少なく，百年あまりの観測で記録

が得られた大地震の発生地域も数が限られている．

そのような観点から見て，地震計による観測記録の

一つ一つは，二度と得る事のできない自然現象の貴

重な記録である．   

気象庁では 1980 年代後半から，全国の気象官署

で保有し残存する地震記象紙の保存活用を目的とし

て，マイクロフィルム化を進めてきた結果，これま

でに約 190 万枚の記象紙のマイクロフィルム化が終

了した．マイクロフィルム化に伴って，記録の利用

しやすい環境が整ったことから，近年，研究者の利

用が増えてきた．これはインバージョンなど最新の

震源過程解析手法を応用し，過去の地震の震源過程

を明らかにしたり，その結果に基づき当時の強震動

を再現する研究が盛んになってきたことによるもの

と考えられる．その成果は，身近な所では，東海地

震の想定震源域の見直し，南海・東南海地震対策の

策定のための基礎資料，あるいは地震調査委員会が

進めている日本全国の強震動予測地図の作製にかか

わる基礎資料などとして随所に活用されている．地

震学の発展の歴史を見ても，地震に関する新しい理

論や学説が提案されると，過去の地震の観測記録を

用いて検証が行われ，さらに理論や学説の発展が進

むというフィードバックが行われるなど，過去の地

震観測記録はフィードバックを構成するためには不

可欠の要素になっている．新しい理論や学説の検証

には，古色蒼然とした記録などを用いなくとも，最

新の高精度，高密度の観測網によるデータを利用す

れば良さそうなものであるが，大地震のような現象

の発生頻度は少なく，たとえ精度や質は低くとも過

去の記録が必要になるということは，地震学特有の

事情ということができる． 

さて，いっぽうで各種の古い地震記象が今日この

ような形で活用されることは，観測に携わった先人

達が予見できていたかは疑わしいものがある．実際，

記象紙は残されているが，記録を活用するために必

要な情報，たとえば観測環境や計器の特性検定結果，

ΔＴ（記録時刻の誤差）などに関する資料はあまり

残されていないことが次第に明らかになってきた．

例えば記象紙のマイクロフィルムを見ると，官署名

や地震計の種類すら記入されていない場合が多いこ

とが分かる．このような状況から，記録を利用する

研究者がまず直面するのは，地震計の常数など解析

に必要な情報をどのようにして確保するかという問

題であり，地震計の特性に関する質問が気象庁に多

く寄せられるようになった．観測に携わった人にと

って常識であった情報も，時代を隔てた今日の人に

とってはけっして常識ではない．観測に用いられた

地震計などの実機が保存されていれば，それを調査

することにより必要な手がかりが得られるのである

が，気象庁で観測に使われた器械は観測が終了にな
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った場合，廃棄され，実機はもちろん写真すら残っ

ていないことも珍しくない．例えば，1920 年代から

1960 年代にかけて中央気象台・気象庁の代表的な地

震計として観測に用いられたウィーヘルト地震計は，

気象官署では筑波の気象測器参考館と，松代の精密

地震観測室に保存されているのみである．中央気象

台型地震計と呼ばれる地震計の中には，国内には実

機がなく，外国に行かなければその姿を見られなく

なった種類すらある．わずかに地震観測指針などに

写真や図面が記載されているのみといった地震計も

多い． 

このような状況を考えると，地震計に関する写真

だけでも地震計の特性を調査する一助になる可能性

があると考えられた．そこで，気象庁で今まで使わ

れてきた地震計の写真を整理編集し，紹介すること

を企画し，験震時報 63 巻に，「地震計の写真に見る

気象庁の地震観測の歴史」という報文をまとめ掲載

した．さらに紙面の制約から掲載できなかった多く

の写真も含め，気象庁行政情報ネットの地震予知情

報課のホームページに集めた資料を掲載し全国の気

象官署から閲覧できるようにした．また関心のあり

そうな部外の地震学関係者にも，ＣＤにまとめ，地

震予知情報課の非公式な資料として配布してきた．

幸いなことに，配布した資料は，部外の関係者から

は日本の地震観測の歴史を理解する上で重要な資料

として好評を得，公式な資料として刊行するよう希

望も寄せられた．それらのことからこの度，同時期

に編集され，験震時報別冊として印刷された気象庁

地震観測履歴の改訂版も含め，験震時報付属のＣＤ

－ＲＯＭに収集したすべての資料を収録することに

なった．地震計の電子機器化，ブラックボックス化

が進んだ今日，多くの職員にとって地震計を扱った

り認識したりする機会は極端に減少してしまってお

り，この報告が地震計に関する認識を深める一助に

なれば幸いである．また地震記象紙の活用の際や，

我が国の地震観測の歴史を理解するなど色々な分野

で，収録した資料が今後活用されることを期待した

い． 

 

２ 資料の収集 

地震計の写真の収集は，地震課技術係長などを歴

任した元職員の濱松音蔵氏が長年かかって集めた写

真のアルバムを出発点に始めた．地震火山部で技術

係が保管している資料，現業班が保管している写真

をスキャナーで取り込んだ．いくつかの気象官署に

は直接，間接に問い合わせ，地震計の写真を収集し

た．古いものでは明治大正時代のガラス乾板に写っ

ている貴重な地震計の写真も見つかった．これらの

中には昭和の初め，測候所で発行した写真絵はがき

もあり，その中に地震計室の様子や地震計が撮影さ

れている場合もある．気象庁図書室の地下の資料庫

には，1970 年代に気象百年史を編さんする際，全国

の気象官署から取り寄せた古い写真のコピーが大量

に保管されている．それらの中には地震観測の様子

を写した写真も多数ある．しかし原資料を見たいと

思い，気象官署に直接問い合わせたところ，原資料

が見つからないこともあった．残念なことに 1970

年代に存在した資料も，庁舎の建て替えなどの際に

処分されてしまったものと思われる． 

各気象官署で発行していた気象月報，年報などの

印刷物の中にも地震計の写真が含まれている場合も

ある．気象庁図書室の資料庫に保管されている刊行

物の中からそれらの写真の収集を行った．このよう

にして気象官署に保管されている地震観測に関連し

た写真の主要な部分は収集できたものと思われるが，

全官署を網羅して探索したわけでもなく，またそれ

ぞれの官署の職員も，資料の存在に気がつかない場

合も多いと考えられる．それらの資料は今後発見さ

れ次第，地震予知情報課まで連絡され，追加して収

録されることを期待したい． 

収集した写真はスキャナーで取り込む際に露出時

間など色々調整したが，古いものは劣化がすすみ不

鮮明なものが多く，また印刷物から収録した写真は

分解能が低いものが大半である．また図書室の資料

はコピーされたものがほとんどであり，原資料ほど

の鮮明度は得られない．しかしながら，不鮮明な資

料も多数比較することにより，細部仕組みが理解で

きる場合がある．ウィーヘルト地震計は中央気象台

の主力として用いられたため，残されている写真，

官署数も多いが，互いに見比べることで細かい改造

の様子や違いが分かる場合がある．また制振装置（ダ

ンパー）がついているかどうかは，写真を見て初め

て分かる場合もあった．中央気象台型とひとくくり

に記載されている地震計の中には，色々な種類の地

震計が含まれ，写真を見て初めて詳しい型が特定で

きる場合もある．このように状況を理解するうえで，
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写真の果たす役割は大きい． 

地震計の写真を収集していくうちに，地震計本体

の写真に比べ，地震観測で重要な役割を果たしてい

る時計装置やニスかけの道具，検測のための器具な

ど付帯する機器，道具に関する写真が意外と少ない

ことに気がついた．地震観測の具体的な様子は，こ

れらの資料が揃って初めて全容が理解できるもので

あり，収集資料が少ないことは残念である． 

大学など部外機関で用いられた地震計の写真の収

集はやや目的からははずれるが，明治大正時代に用

いられた地震計の写真は，地震計の改良，進歩を理

解する上で欠かせないものがある．東京帝国大学地

震学教室関係の資料は，津村建四朗氏より提供を受

けた．これは東大理学部地球物理学教室に保管され

ていたガラス乾板の一部を焼きつけしたもので，乾

板は現在東京大学地震研究所を経て国立科学博物館

に移管され保管されている．内容は明治後半から昭

和初期にかけての帝大地震学教室関係の写真で，地

震関係の教科書や単行本などによく出てくる有名な

写真も多く認められる． 
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験震時報編集担当の注 

験震時報編集担当 2)では，著者から寄せられた本

稿に関連して，過去からの地震観測の経緯を後世に

詳らかに残しておく重要性，及び継続して利用でき

る利便性の観点から，以下の作業を行った． 

すなわち，本稿に含まれる内容［浜田信生(2000)

及び気象庁地震火山部（2002，地震観測業務履歴，

験震時報 65 別冊）］の html 形式のファイルをもと

に，最近の主な業務の変更（2006 年 10 月現在）を

ふまえて必要な追加・修正を行い，CD に収録した．

主な項目は，多機能型地震計の整備の追加，市町村

合併による住居表示の変更，各測候所の特別地域気

象観測所への変更等である． 

また，写真の主な提供者には著作権についての確

認を行った．CD 中の写真等の引用については，提供

者ごとに確認の仕方が異なる．このため，利用希望

者は，引用目的，掲載雑誌，掲載日等について験震

時報編集担当まで連絡するようお願いする． 
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地震火山部地震予知情報課  迫田  浩司，石垣  祐三 , 福満  修一郎  



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




